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日
本
脳
炎
予
防

接
種
の
日
程

　
該
当
者
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
三

十
日
ま
で
に
満
三
歳
以
上
五
歳
ま
で

の
保
育
所
、
幼
稚
園
児
、
及
び
一
般

幼
児
で
、
予
防
接
種
を
希
望
す
る
者
。

　
　
　
　
注
意
重
項
　
◆
満
三
歳
未

らせ月5
腎
臓
、

レ
ル
ギ
ー
体
質
、

の
予
防
接
種
を
受
け
る
事
を
不
適
当

と
認
め
た
者
。
◇
一
ヵ
月
以
内
に
小

児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
を
の
ん
だ
人
。

満
十
五
歳
以
上
の
人
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
◇
問
診
票
は

よ
く
読
ん
で
保
護
者
が
責
任

を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
◇
体
温
は
朝
と
昼
、
忘

れ
ず
に
計
り
ま
し
ょ
う
。

◇
問
診
票
の
な
い
人
は
会
場

で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
母
子
手

帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
◇
料
金
は
一

回
三
百
十
円
で
す
。

　
こ
の
注
射
を
受
け
ら
れ
な

い
お
子
さ
ん
　
◇
該
当
年
齢

で
な
い
者
。
◇
有
熱
、
病
後

衰
弱
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、

肝
臓
疾
患
、
け
い
れ
ん
、
ア

　
　
　
　
そ
の
他
医
師
が
こ

日
本
脳
炎
予
防
接
種
日
程

地
区
名

一
　
　
回
　
　
目

二
　
　
回
　
　
目

実
施
月
日

受
付
時
間

会
場

実
施
月
日

受
付
時
間

会
場

水
　
沢

5
月
4
日

㈱

午
後

2
時
～
2
時
40
分

馬
　
場

小
学
校

5
月
13
日

働

午
後

2
時
ー
2
時
15
分

馬
　
場

小
学
校

3
時
～
3
時
1
5
分

珠
　
田

分
　
校

5
月
6
日

窃

1
時
3
0
分
～
2
時

水
　
沢

小
学
校

1
時
30
分
～
1
時
45
分

水
　
　
沢

小
学
校

3
時
ー
3
時
10
分

野
　
中

小
学
校

2
時
40
分
ー
2
時
50
分

野
　
　
中

小
学
校

六
　
箇

3
時
30
分
～
3
時
40
分

六
　
　
箇

小
学
校

5
月
12
日

㈲

2
時
～
3
時
30
分

川
　
　
治

公
民
館

吉
　
田

5
月
9
日

励（

2
時
～
2
時
4
0
分

吉
　
　
田

小
学
校

5
月
18
日

㈱

2
時
～
2
時
15
分

士
口
　
田

小
学
校

3
時
想
分
～
3
時
40
分

名
ケ
山

小
学
校

2
時
30
分
～
2
時
4
0
分

名
ケ
山

小
学
校

5
月
n
日

㈱

2
時
～
2
時
40
分

鐙
　
島

小
学
校

3
時
～
3
時
10
分

真
　
　
田

小
学
校

3
時
～
3
時
4
0
分

真
　
田

小
学
校

3
時
30
分
～
3
時
40
分

鐙
　
島

小
学
校

新
　
座

大
井
田

5
月
10
日

　
uG

2
時
～
2
時
3
0
分

東
小
学
校

5
月
17
日

　
㈹

2
時
～
2
時
40
分

青
少
年

ホ
ー
ム

川
　
治

八
　
箇

5
月
12
日

㈱

2
時
～
2
時
2
0
分

八
　
　
箇

小
学
校

5
月
20
日

㈲

2
時
～
2
時
10
分

八
　
　
箇

小
学
校

2
時
3
0
分
ー
3
時
30
分

川
　
　
治

公
民
館

2
時
30
分
～
3
時

川
　
　
治

公
民
館

東
側

十
日
町
本

町
通
り
を

境
　
　
に

　
西
側

5
月
1
7
日

㈹

2
時
～
2
時
40
分

青
少
年

ホ
ー
ム

5
月
2
4
日

　
㈹

2
時
ー
2
時
30
分

青
少
年

ホ
ー
ム

5
月
1
9
日

㈱

5
月
2
6
日

㈱

下
　
条

5
月
1
9
日

㈱

2
時
ー
2
時
40
分

下
　
条

小
学
校

5
月
25
日

㈱

2
時
～
2
時
30
分

下
　
条

小
学
校

3
時
ー
3
時
1
5
分

東
下
組

小
学
校

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

東
下
組

小
学
校

中
　
条

5
月
2
5
日

㈱

2
時
～
2
時
m
分

飛
　
　
一

小
学
校

6
月
－
日

困

3
時
～
3
時
10
分

飛
　
　
一

小
学
校

2
時
3
0
分
～
2
時
40
分

飛
　
二

小
学
校

3
時
20
分
～
3
時
3
0
分

飛
　
　
二

小
学
校

3
時
～
3
時
10
分

枯
木
又

分
　
校

6
月
－
日

　
㈱

2
時
～
2
時
30
分

中
　
　
条

小
学
校

6
月
8
日

㈱

2
時
～
2
時
30
分

中
　
　
条

公
民
館

赤ちゃん時
　　心の

落ち着き　　　　　　友だち

ひとのあそぴの能ガ

気持を察

　する心 爵ようみまお

をする能力～

輪
協

や
肋
魏
郭

あ
醤
ス
粗

こと‘ま

　　・、、　1…填ll　四
　　融　z敦三

講露纂．藷致
　　　　　の気持を察する」とか

いう行動の基礎は、すべて生まれ

てすぐからの人とのやりとりを通

して身についてくるものです。

赤ちゃんをとりまく人とのかかわ

りあいによって育ってくる心の結

びつきがそのような花を咲かせる

土壌になっています。

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者
参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
児
相
談

並
ぴ
に

歯
の
衛
生

　
講
話

5
月
11
日

　
㈱

午
後

1
時
半

～
2
時

水
　
沢

出
張
所

生
後
12
ヵ
月

ま
で
の
者

水
沢
地
区

身
　
体
　
測
定

保
育
に
つ
い
て
の

　
相
　
談

（
蕩
腱
彊

5
月
1
2
日

　
㈲

吉
　
田

出
張
所

吉
田
地
区

5
月
13
日

　
㈹

中
　
条

公
民
館

中
条
地
区

5
月
17
日

　
㈹

十
日
町

公
民
館

51

年
5
月

　
　
6
月

　
　
7
月

生
ま
れ
の
も
の

十
日
町
地
区

川
　
治
”

六
　
箇
”

大
井
田
”

新
　
座
”

5
月
B
日

　
㈱

下
　
条

公
民
館

生
後
12
ヵ
月

ま
で
の
も
の

下
条
地
区

育
児
学
級

　
並
ぴ
に

4
ヵ
月
児

　
　
検
診

5
月
1
9
日

　
術

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町

公
民
館

52

年
1
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
域

身
体
　
測
定

内
科
　
検
診

育
児
学
級

3
才
児

　
検
診

5
月
10
日

　
㈹

午
後
1
時

～
2
時
半

十
日
町

公
民
館

48

年
n
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を
対

象
個
人
通
知
が
な
く

と
も
該
当
月
の
方
は

お
い
で
く
だ
さ
い
。
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○
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：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　拶襯
盈76』1『昌β3

　
発
足
三
年
目
を
迎
え
た
消
費
者
協

会
十
日
町
支
部
（
藤
田
つ
ね
子
支
部

長
）
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
定
期

総
会
を
六
月
八
日
に
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
協
会
は
、
消
費
生
活
の
基

本
と
な
る
知
識
の
修
得
、
資
源
の
節

約
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
消
費
生

活
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
消
費
物
資
の

試
し
買
い
、
消
費
物
資
に
つ
い
て
の

苦
情
相
談
受
付
、
不
要
品
登
録
制
度

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
推

進
す
る
と
共
に
、
新
し
く
「
不
要
品

交
換
市
」
を
計
画
す
る
な
ど
会
の
充

実
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
は
、
つ
ぎ
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
会
員
を
は
じ
め
、
新
し

く
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
ぜ
ひ

－
○

小唄まつり＾＾6月5日（日）＾《

市民魚つり大会午前6時半～（大池）

県下新人相撲大会午前11臨神社境内）

オープンパレード　午後1時～

民踊流し午後7時～（本町通り）

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
協
会
の
年
会
費
は
五
百
円

で
、
当
日
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
が
、

新
し
く
加
入
さ
れ
る
方
で
大
会
に
欠

席
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
商
工
課
内

消
費
者
協
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
　
（
8
七
⊥
三
二
番
）

総
会
日
程

日
時
　
六
月
八
日
困
一
時
半
～
四
時

場
所
　
市
民
会
館
四
階
講
堂

議
題
　
①
五
十
一
年
度
事
業
報
告
及

　
び
収
支
決
算
報
告
②
五
十
二
年
度

　
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
③
役

　
員
改
選
に
つ
い
て
④
そ
の
他
　
し

　
つ
け
の
本
「
ゆ
ず
り
は
」
販
売

東
京
消
防
庁
消
防
官
を
募
集

東
京
消
防
庁
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
昭
和
五
十
二
年
度
消
防
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
三
年
四
月

二
日
～
三
十
五
年
四
月
一
目
ま
で
に

生
ま
れ
た
大
卒
・
短
大
卒
・
高
卒
の

男
子
。

　
試
験
日
時
第
一
次
（
六
月
二
十

五
日
・
七
月
二
十
三
日
）
第
二
次
（
六

月
三
十
日
・
七
月
二
十
八
目
）
い
ず

れ
も
八
時
半
集
合
。

　
試
験
場
所
　
東
京
消
防
庁
消
防
学

校
（
渋
谷
区
西
原
二
丁
目
五
十
一
番

一
号
）

　
受
験
手
続
等
　
申
込
書
の
請
求
等

詳
し
く
は
、
東
京
消
防
庁
人
事
部
採

用
係
へ
、
六
十
円
切
手
を
は
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
十
目
町
大
火
記
念
演
習

　
六
月
十
日
（
金
）
午
前
五
時
半
よ

り
市
中
心
部
（
駅
通
り
）
で
、
十
日

町
大
火
記
念
放
水
演
習
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
半
鐘
を
点
打
し
、
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
受
給
権
者
は

　
　
　
現
況
届
の
提
出
を
l
l

　
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

婦
年
金
の
受
給
権
者
は
、
毎
年
五
月

に
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」

を
市
民
課
国
民
年
金
窓
ロ
ヘ
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
は
、
年
金
の
受
給
権

者
が
、
引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
書
類
で
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
五
月
三
十
日

ま
で
に
印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
役
所

国
民
年
金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
昨
年
の
六
月
一
日
以
後
に

年
金
を
受
け
始
め
た
人
、
年
金
額
が

改
正
さ
れ
た
人
、
支
給
停
止
が
解
除

さ
れ
た
人
は
、
今
回
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

金
婚
該
当
者
は
お
申
し
出
を

　
こ
と
し
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
大
正
十
五
年
四
月
一
日
～
昭
和
二

年
三
月
三
十
一
日
の
間
に
結
婚
し
た

方
）
で
、
夫
婦
と
も
健
在
な
方
は
、

市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
ま
で
早
急
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
市
税
条
例

の
一
部
改
正
は
、
去
る
四
月
十
九
目

開
か
れ
た
市
議
会
第
一
回
臨
時
会
で

つ
ぎ
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
売
。

　
改
正
さ
れ
た
主
な
点
は
、
①
個
人

の
市
民
税
に
つ
い
て
負
担
の
軽
減
及

び
合
理
化
を
図
る
た
め
、
所
得
控
除

額
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
こ
と
。

　
②
法
人
の
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

負
担
の
適
正
化
及
び
自
主
財
源
の
充

実
強
化
を
図
る
た
め
、
均
等
割
額
の

引
き
上
げ
を
行
っ
た
こ
と
。

　
ま
た
、
③
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

月
割
課
税
と
還
付
の
制
度
を
一
部
廃

止
し
た
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
昭
和

五
十
二
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

口
均
等
割
額
（
年
額
）

資
本
　
の
　
金
　
額
　
等

改
正
後

改
正
前

資
本
の
金
額
、
又
は
出
資
の
金
額
が
一

億
円
を
超
え
、
か
つ
従
業
員
数
が
百
人

を
超
え
る
法
人
等

十
三
万
四
千
円

四
万
円

資
本
の
金
額
、
又
は
出
資
の
金
額
が
一

億
円
を
超
え
、
従
業
員
数
が
百
人
以
下

の
法
人
等
及
び
資
本
の
金
額
等
が
一
千

万
円
を
超
え
、
一
億
円
以
下
の
法
人
等

四
万
円

二
万
円

資
本
の
金
額
等
が
一
千
万
円
以
下
の
法

人
等

一
万
三
千
円

一
万
二
千
円

働
適
用
時
期

　
仔
確
定
申
告
－
晒
和
五
十
二
年
六
月
申
告
分
よ
り
適
用

　
値
中
間
申
告
．
予
定
申
告
…
昭
和
五
十
二
年
四
月
申
告
分
よ
り
適
用

検
察
審
査
会
の
ご
活
用
を

o
所
得
控
除
額

控
　
除
　
　
項
　
　
目

欝
雛
鑑
幾
、

改
正
前

基
　
　
礎
　
　
控
　
　
除
　
　
額

、
繋
難
簾
簾

十
九
万
円

配
　
偶
　
者
　
控
　
除
　
額

織
覇
灘
網
、

十
九
万
円

除控養扶

扶
養
控
除
額

十
七
万
円

老
人
扶
養
控
除
額

購
懇
難
蕎
羅

十
九
万
円

曜
隅
楮
融
畿
穐
帯

騨
、
鑛
、
灘
灘
鱒

十
九
万
円

者
除

害障
控

特
　
別
　
障
　
害
者

饗
、
㎜
鷺
離
麟

十
九
万
円

そ
の
他
の
障
害
者

、
懸
裁
灘
駕

十
六
万
円

老
　
年
　
者
　
控
　
除
　
額

・
灘
識
灘
輔

十
六
万
円

寡
　
　
婦
　
　
控
　
　
除
　
　
額

、
　
離
帆
、
機
蒼

十
六
万
円

勤
労
学
生
控
除
額

『
・
、
朝
窪
郵
遅
匙
籍
　
、
』
、

十
六
万
円

　
ω
非
課
税
（
市
民
税
が
課
さ
れ
な

　
い
）
の
範
囲

　
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
及

び
寡
婦
に
つ
い
て
年
所
得
八
十
万
円

（
現
行
七
十
万
円
）
　
ま
で
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
⑥
均
等
割
額

　
均
等
割
額
は
、
毎
年
一
月
一
日
現

在
官
報
に
告
示
さ
れ
た
人
口
を
基
と

し
て
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
当
市
の
人

口
は
五
万
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
千
二
百
円
と
な
り
、
県
民
税
三

百
円
と
合
わ
せ
て
年
額
千
五
百
円
と

な
り
ま
す
。

　
現
在
、
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、

二
輪
の
小
型
自
動
車
や
小
型
特
殊
自

動
車
の
一
部
に
つ
い
て
月
割
課
税
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正

で
、
賦
課
期
目
（
四
月
一
日
）
後
に
市

内
で
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
月
割
課
税
を
行
わ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
市
町
村
が
異
な
る
場
合

で
所
有
者
の
変
更
（
定
置
場
の
変
更
）

が
あ
っ
た
と
き
は
、
従
来
ど
お
り
月

割
で
課
税
を
行
い
ま
す
．

　
「
交
通
事
故
・
詐
欺
そ
の
他
の
犯

罪
で
被
害
を
受
け
た
の
に
、
検
察
官

が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の

は
、
ふ
に
お
ち
な
い
。
」
「
選
挙
違
反

や
汚
職
等
で
大
き
な
疑
惑
が
も
た
れ

た
事
件
な
の
に
、
告
発
し
て
も
検
察

官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
の
は
、
納
得

で
き
な
い
。
」

　
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
検
察
審
査
会
事
務
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
．
相
談
や
審
査
に
費

用
は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
審
査
会
は
、
各
市
町
村
の
選
挙
人

名
簿
か
ら
く
じ
で
無
差
別
に
選
ば
れ

た
十
一
人
の
審
査
員
が
、
住
民
と
し

て
の
健
全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察

官
の
捜
査
の
あ
と
を
調
べ
な
お
し
て

く
れ
る
、
民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
（
長
岡
市
信
濃
二
　
裁
判
所
内

　
　
　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
）
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みどりの大敵

アメ

早
期
発
見
・
早
期
防
除
を

　
形
態
と
発
生
時
期

　
ア
メ
シ
ロ
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

よ
う
に
成
虫
・
卵
・
幼
虫
・
蠕
の
時

期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回
発
生

し
ま
す
。

　
成
虫
…
…
体
の
大
き
さ
は
、
は
ね

を
広
げ
て
十
四
R
団
胴
か
ら
十
六
R
桝
岬

位
で
す
。
一
回
目
の
発
生
は
、
五
月

中
旬
か
ら
六
月
初
め
頃
ま
で
、
二
回

目
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か

け
て
発
生
し
ま
す
。
一
匹
の
「
ガ
」

が
一
枚
の
葉
に
約
三
百
～
千
個
の
薄

緑
色
の
卵
を
産
み
つ
け
ま
す
。

　
幼
虫
…
…
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫

は
、
一
枚
の
葉
に
集
団
で
糸
を
張
っ

て
巣
を
つ
く
り
、
葉
脈
を
残
し
て
葉

肉
だ
け
を
食
べ
て
大
き
く
な
る
の
で
、

下
か
ら
見
上
げ
る
と
葉
が
ス
カ
シ
状

に
な
っ
て
枯
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し
て

い
る
期
間
は
、
約
十
日
～
十
四
日
位

で
、
そ
れ
以
後
は
巣
か
ら
出
て
一
匹

づ
つ
行
動
し
、
葉
を
く
い
あ
ら
し
て

行
き
ま
す
。
十
分
成
長
し
た
幼
虫
の

大
き
さ
は
約
三
穆
位
に
な
り
、
頭
部

は
黒
く
毛
は
白
く
短
か
い
毛
虫
に
な

り
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
発
生
は
、
六
月
中
旬

か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
、
第
二
回
目

は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
に
か
け

て
発
生
し
ま
す
。

　
成
虫
の
防
除
方
法

　
飛
ん
で
い
る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え

て
、
つ
ぶ
す
か
焼
い
て
く
だ
さ
い
。

手
で
つ
か
ん
で
も
毒
は
無
く
、
か
い

か
い
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
卵
は
、
産

み
つ
け
た
葉
を
切
り
落
と
し
て
焼
く

か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
幼
虫
期
の
防
除
方
法

　
幼
虫
期
の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期

は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し

て
い
る
十
日
～
十
四
日
位
の
間
で
す
。

こ
の
期
間
に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り

取
り
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
毛
虫
が
巣
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
は
、
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
は

巣
の
中
ま
で
薬
が
入
り
に
く
く
効
果

は
非
常
に
薄
く
な
り
ま
す
。
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一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
市
税
条
例

の
一
部
改
正
は
、
去
る
四
月
十
九
目

開
か
れ
た
市
議
会
第
一
回
臨
時
会
で

つ
ぎ
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
売
。

　
改
正
さ
れ
た
主
な
点
は
、
①
個
人

の
市
民
税
に
つ
い
て
負
担
の
軽
減
及

び
合
理
化
を
図
る
た
め
、
所
得
控
除

額
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
こ
と
。

　
②
法
人
の
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

負
担
の
適
正
化
及
び
自
主
財
源
の
充

実
強
化
を
図
る
た
め
、
均
等
割
額
の

引
き
上
げ
を
行
っ
た
こ
と
。

　
ま
た
、
③
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

月
割
課
税
と
還
付
の
制
度
を
一
部
廃

止
し
た
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
昭
和

五
十
二
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

口
均
等
割
額
（
年
額
）

資
本
　
の
　
金
　
額
　
等

改
正
後

改
正
前

資
本
の
金
額
、
又
は
出
資
の
金
額
が
一

億
円
を
超
え
、
か
つ
従
業
員
数
が
百
人

を
超
え
る
法
人
等

十
三
万
四
千
円

四
万
円

資
本
の
金
額
、
又
は
出
資
の
金
額
が
一

億
円
を
超
え
、
従
業
員
数
が
百
人
以
下

の
法
人
等
及
び
資
本
の
金
額
等
が
一
千

万
円
を
超
え
、
一
億
円
以
下
の
法
人
等

四
万
円

二
万
円

資
本
の
金
額
等
が
一
千
万
円
以
下
の
法

人
等

一
万
三
千
円

一
万
二
千
円

働
適
用
時
期

　
仔
確
定
申
告
－
晒
和
五
十
二
年
六
月
申
告
分
よ
り
適
用

　
値
中
間
申
告
．
予
定
申
告
…
昭
和
五
十
二
年
四
月
申
告
分
よ
り
適
用

検
察
審
査
会
の
ご
活
用
を

o
所
得
控
除
額

控
　
除
　
　
項
　
　
目

欝
雛
鑑
幾
、

改
正
前

基
　
　
礎
　
　
控
　
　
除
　
　
額

、
繋
難
簾
簾

十
九
万
円

配
　
偶
　
者
　
控
　
除
　
額

織
覇
灘
網
、

十
九
万
円

除控養扶

扶
養
控
除
額

十
七
万
円

老
人
扶
養
控
除
額

購
懇
難
蕎
羅

十
九
万
円

曜
隅
楮
融
畿
穐
帯

騨
、
鑛
、
灘
灘
鱒

十
九
万
円

者
除

害障
控

特
　
別
　
障
　
害
者

饗
、
㎜
鷺
離
麟

十
九
万
円

そ
の
他
の
障
害
者

、
懸
裁
灘
駕

十
六
万
円

老
　
年
　
者
　
控
　
除
　
額

・
灘
識
灘
輔

十
六
万
円

寡
　
　
婦
　
　
控
　
　
除
　
　
額

、
　
離
帆
、
機
蒼

十
六
万
円

勤
労
学
生
控
除
額

『
・
、
朝
窪
郵
遅
匙
籍
　
、
』
、

十
六
万
円

　
ω
非
課
税
（
市
民
税
が
課
さ
れ
な

　
い
）
の
範
囲

　
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
及

び
寡
婦
に
つ
い
て
年
所
得
八
十
万
円

（
現
行
七
十
万
円
）
　
ま
で
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
⑥
均
等
割
額

　
均
等
割
額
は
、
毎
年
一
月
一
日
現

在
官
報
に
告
示
さ
れ
た
人
口
を
基
と

し
て
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
当
市
の
人

口
は
五
万
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
千
二
百
円
と
な
り
、
県
民
税
三

百
円
と
合
わ
せ
て
年
額
千
五
百
円
と

な
り
ま
す
。

　
現
在
、
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、

二
輪
の
小
型
自
動
車
や
小
型
特
殊
自

動
車
の
一
部
に
つ
い
て
月
割
課
税
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正

で
、
賦
課
期
目
（
四
月
一
日
）
後
に
市

内
で
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
月
割
課
税
を
行
わ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
市
町
村
が
異
な
る
場
合

で
所
有
者
の
変
更
（
定
置
場
の
変
更
）

が
あ
っ
た
と
き
は
、
従
来
ど
お
り
月

割
で
課
税
を
行
い
ま
す
．

　
「
交
通
事
故
・
詐
欺
そ
の
他
の
犯

罪
で
被
害
を
受
け
た
の
に
、
検
察
官

が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の

は
、
ふ
に
お
ち
な
い
。
」
「
選
挙
違
反

や
汚
職
等
で
大
き
な
疑
惑
が
も
た
れ

た
事
件
な
の
に
、
告
発
し
て
も
検
察

官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
の
は
、
納
得

で
き
な
い
。
」

　
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
検
察
審
査
会
事
務
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
．
相
談
や
審
査
に
費

用
は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
審
査
会
は
、
各
市
町
村
の
選
挙
人

名
簿
か
ら
く
じ
で
無
差
別
に
選
ば
れ

た
十
一
人
の
審
査
員
が
、
住
民
と
し

て
の
健
全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察

官
の
捜
査
の
あ
と
を
調
べ
な
お
し
て

く
れ
る
、
民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
（
長
岡
市
信
濃
二
　
裁
判
所
内

　
　
　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
）
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アメ

早
期
発
見
・
早
期
防
除
を

　
形
態
と
発
生
時
期

　
ア
メ
シ
ロ
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

よ
う
に
成
虫
・
卵
・
幼
虫
・
蠕
の
時

期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回
発
生

し
ま
す
。

　
成
虫
…
…
体
の
大
き
さ
は
、
は
ね

を
広
げ
て
十
四
R
団
胴
か
ら
十
六
R
桝
岬

位
で
す
。
一
回
目
の
発
生
は
、
五
月

中
旬
か
ら
六
月
初
め
頃
ま
で
、
二
回

目
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か

け
て
発
生
し
ま
す
。
一
匹
の
「
ガ
」

が
一
枚
の
葉
に
約
三
百
～
千
個
の
薄

緑
色
の
卵
を
産
み
つ
け
ま
す
。

　
幼
虫
…
…
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫

は
、
一
枚
の
葉
に
集
団
で
糸
を
張
っ

て
巣
を
つ
く
り
、
葉
脈
を
残
し
て
葉

肉
だ
け
を
食
べ
て
大
き
く
な
る
の
で
、

下
か
ら
見
上
げ
る
と
葉
が
ス
カ
シ
状

に
な
っ
て
枯
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し
て

い
る
期
間
は
、
約
十
日
～
十
四
日
位

で
、
そ
れ
以
後
は
巣
か
ら
出
て
一
匹

づ
つ
行
動
し
、
葉
を
く
い
あ
ら
し
て

行
き
ま
す
。
十
分
成
長
し
た
幼
虫
の

大
き
さ
は
約
三
穆
位
に
な
り
、
頭
部

は
黒
く
毛
は
白
く
短
か
い
毛
虫
に
な

り
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
発
生
は
、
六
月
中
旬

か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
、
第
二
回
目

は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
に
か
け

て
発
生
し
ま
す
。

　
成
虫
の
防
除
方
法

　
飛
ん
で
い
る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え

て
、
つ
ぶ
す
か
焼
い
て
く
だ
さ
い
。

手
で
つ
か
ん
で
も
毒
は
無
く
、
か
い

か
い
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
卵
は
、
産

み
つ
け
た
葉
を
切
り
落
と
し
て
焼
く

か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
幼
虫
期
の
防
除
方
法

　
幼
虫
期
の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期

は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し

て
い
る
十
日
～
十
四
日
位
の
間
で
す
。

こ
の
期
間
に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り

取
り
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
毛
虫
が
巣
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
は
、
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
は

巣
の
中
ま
で
薬
が
入
り
に
く
く
効
果

は
非
常
に
薄
く
な
り
ま
す
。

10月9月8月7月6月5月

）
、
〆

ぐ
〆

　＼、ノ）＼．ノ

アメシロ成虫のメス

輻㌦一1回，の発生成虫

幼虫嚇
．
●

蠣

…’＼一
顯　　第2回目の発生

●
●

灘
幼虫

糠云煽　．、　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬　　●

　受　　，．　　べ
　　、＿・“㌧、＿〆

アメシロ成虫のオス
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町
内
・
部
落
ぐ
る
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
除
し
よ
う

　
　
　
　
ア
メ
シ
ロ
の
被
害
を
受
け
や
す
い
樹
木
は
，

　
　
桜
・
ク
ル
ミ
・
ブ
ラ
タ
ナ
ス
・
ポ
ブ
ラ
・
柿
・

　
　
桑
・
桐
等
の
広
葉
樹
で
す
。

枝
切
方
法

つ
●

｛

魅巣
焼
方
法

　
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
等
の
長

い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落
と

し
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
け
ま
す
．

薬剤による方法

巣
焼
き
方
法

　
　
二
し
め
し

ボ
ロ
ー

た
石
油
　
空
缶

’

．o

　
竹
竿
等
の
先
端
に
空
缶
を
取
り
つ

け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た
布

切
れ
を
入
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を
焼

い
て
し
ま
う
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
を
用
い
る
と
き
は
、
火

に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
等
に
気
を

つ
け
る
と
共
に
子
ど
も
さ
ん
に
ま
ね

を
さ
せ
な
い
よ
う
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
。
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
、
必
ず
薬

の
か
か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一

匹
が
ま
た
三
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産

む
の
で
撲
滅
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で

す
。　

代
表
的
な
防
除
薬
と
し
て
D
D
V

P
乳
剤
、
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

等
が
あ
り
、
薬
局
や
農
協
等
で
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
（
薬
剤
等
の
使
用

に
当
っ
て
は
、
使
用
方
法
等
十
分
注

意
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
）

町
内
ぐ
る
み
で
早
期
防
除
を

し
よ
う
◎

市
農
協
と
市
農
業
共
済
組
合
で
も

㌘
9

5
，
望
魂舞

●0

防
除
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

多
暫

0
4
〆

　
市
で
は
、
ア
メ
シ
・
の
撲
滅
を
図

る
た
め
ア
メ
シ
ロ
専
用
の
防
除
機
と

高
枝
切
り
バ
サ
ミ
を
設
置
し
、
つ
ぎ

の
要
領
で
無
料
貸
し
出
し
い
た
し
ま

す
。　

貸
付
対
象
者

　
市
政
事
務
嘱
託
員
及
び
各
事
業
所

責
任
者
（
防
除
は
町
内
や
部
落
全
体

で
行
わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
個
人
貸
付
け
は
い
た
し
ま
せ

ん
。
）

　
借
受
け
方
法

　
借
受
け
を
希
望
す
る
方
は
、
嘱
託

員
及
び
事
業
所
責
任
者
を
通
じ
市
役

所
農
林
課
へ
申
し
込
み
、
使
用
方
法

等
の
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
借
受
け
る
二
、
三
日
前
に
申

し
込
み
、
そ
の
結
果
に
よ
り
町
内
や

部
落
の
防
除
日
程
等
を
決
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
メ
シ
・
の
防
除
を
や
っ
て
く
れ
ま

す
。　

た
だ
し
、
大
型
防
除
機
械
の
た
め

つ
ぎ
の
事
項
に
留
意
し
て
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

　
①
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、
二
．

三
町
内
ま
と
ま
る
こ
と
。

　
②
責
任
者
を
定
め
る
こ
と
。

　
③
防
除
当
日
は
、
必
ず
人
夫
（
ホ

ー
ス
持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ

る
こ
と
。

　
④
防
除
当
日
ま
で
に
ド
ラ
ム
カ
ン

位
の
大
き
さ
の
容
器
に
水
を
満
タ
ン

に
し
て
二
～
三
本
位
用
意
し
て
お
く

こ
と
。

　
⑤
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た
ら
、

実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
市
農
協
ま

た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
連
絡
し
、

防
除
日
程
等
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
（
連
絡
先
市
農
協
営
農

課
奮
七
－
一
五
七
一
番
、
有
線
四
一

九
一
三
番
、
市
農
業
共
済
組
合
8
二
ー

二
二
六
四
番
、
有
線
五
二
九
一
四
番
）

　
⑥
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料
は

市
農
協
の
防
除
機
械
一
時
間
当
た
り

五
千
円
。
市
農
業
共
済
組
合
の
防
除

機
械
一
時
問
当
た
り
五
千
円
で
す
。

ど
ち
ら
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一
人
付

き
ま
す
。
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会
会

　
議

　
市
時

　
　
徊

　
　
第
臨

　
昭
和
五
十
二
年
度
第
二
回
市
議
会

臨
時
会
は
、
去
る
五
月
六
日
午
前
十

時
か
ら
開
か
れ
、
議
長
に
丸
山
尚
政

氏
、
副
議
長
に
竹
内
真
氏
が
、
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
、
特
別
委
員
に

つ
い
て
も
、
つ
ぎ
の
と
お
り
き
ま
り

ま
し
た
。

　
◇
常
任
委
員
会

〔
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〕

　
委
員
長
　
越
村
勝
治 副糞

二に
一▲

　丸
に罠

26　　　　19　　　　12　　　　5
日　　　　日　　　　日　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　一　　幽　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　噂　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　尊　　　　　　　，　　　　　　　冒　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　冒　　　一　　一　冒　一

副
委
員
長
　
池
田
金
策

委
員
　
越
村
大
吉
・
南
雲
金
一
・

　
大
島
清
松
・
尾
身
武
志
・
小
林

　
正
俊
・
遠
田
金
市
・
丸
山
尚
政

〔
建
設
企
業
常
任
委
員
会
〕

委
員
長
　
斉
木
正
義

副
委
員
長
　
佐
藤
利
雄

委
員
　
小
宮
山
達
男
・
小
林
辰
雄

　
樋
口
久
一
・
滝
沢
重
治
・
橋
本

　
貞
一
・
樋
熊
清
一
・
風
間
又
五

　
郎

〔
社
会
経
済
常
任
委
員
会
〕

委
員
長
　
須
藤
誠
也

副
委
員
長
　
大
島
昭
三

委
員
　
宮
沢
健
一
・
佐
藤
誠
一
・

　
根
津
新
作
・
小
海
徳
治
・
吉
田

　
正
三
・
高
橋
桂
作
・
竹
内
真

〔
議
会
運
営
委
員
会
〕

委
員
長
　
越
村
勝
治

副
委
員
長
　
滝
沢
重
治

委
員
　
池
田
金
策
・
須
藤
誠
也
・

　
斉
木
正
義
・
大
島
昭
三

◇
特
別
委
員
会

〔
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員

池
田
医
院
（
本
町
酉
）

　
8
2
の
2
5
8
1
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
壼
2
の
2
7
1
1
番

中
条
病
院
（
北
原
）

　
8
7
の
3
0
1
8
番

会
〕委

員
長
　
小
林
正
俊

副
委
員
長
　
小
海
徳
治

委
員
　
樋
口
久
一
・
宮
沢
健
一
・

　
遠
田
金
市
・
吉
田
正
三
・
風
間

　
又
五
郎
・
越
村
勝
治
・
斉
木
正

　
義
・
丸
山
尚
政
・
竹
内
真

〔
下
水
道
建
設
特
別
委
員
会
〕

委
員
長
　
根
津
新
作

副
委
員
長
　
大
島
昭
三

委
員
　
小
林
辰
雄
・
南
雲
金
一
・

　
大
島
清
松
・
吉
田
正
三
・
越
村

　
勝
治
・
佐
藤
利
雄
・
斉
木
正
義

　
丸
山
尚
政
・
竹
内
真

〔
豪
雪
対
策
特
別
委
員
会
〕

委
員
長
　
風
間
　
又
五
郎

副
委
員
長
　
大
島
昭
三

委
員
　
小
宮
山
達
男
・
越
村
大
吉

　
小
林
辰
雄
・
樋
口
久
一
・
池
田

　
金
策
・
佐
藤
誠
一
・
小
林
正
俊

　
吉
田
正
三
・
丸
山
尚
政
・
竹
内

　
真

　　　　献血車日程
と　き　6月13日（月）／午前10時～午後3時

ところ　飯林織物（株）明石工場

と　き　6月14日りり／午前10時～午後3時

ところ　睦織物（株）

一明日といわず今献血しましょう一

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

　
　
　
　
受
験
準
備
講
習
会
の
お
知
ら
せ

会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）
乙
種
の
み

　
講
習
対
象
　
乙
種
第
四
類
及
び
丙

種
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者

　
申
込
先
　
小
千
谷
市
会
場
の
み
十

目
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
で
受
け

付
け
ま
す
が
、
そ
の
他
は
そ
れ
ぞ
れ

の
消
防
本
部
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
申
込
期
日
　
小
千
谷
市
会
場
は
六

月
四
日
ま
で
．
他
の
会
場
は
講
習
開

催
日
の
七
目
前
ま
で
。

　
受
講
料
　
乙
種
（
協
会
員
千
五
百

円
非
会
員
三
千
円
）
丙
種
（
協
会
員

　
新
潟
県
で
は
、
七
月
二
十
六
目
に

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
を
実
施
す
る

予
定
で
す
が
、
そ
れ
に
備
え
た
受
験

準
備
講
習
会
を
県
下
十
会
場
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
今
回
は
十
目
町
市
で
は
実
施
し
ま

せ
ん
の
で
、
つ
ぎ
の
会
場
で
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

　
受
講
会
場
　
六
月
六
目
・
七
目
長

岡
商
工
会
議
所
（
長
岡
市
城
内
町
二
）

乙
種
の
み
　
六
月
八
日
明
治
生
命
ホ

ー
ル
（
長
岡
市
坂
之
上
町
）
丙
種
の

み
　
六
月
九
日
・
十
日
小
千
谷
市
民

千
円
非
会
員
二
千
円
）
受
講
料
は
申

込
時
に
納
入
の
こ
と
。
講
習
に
欠
席

さ
れ
て
も
受
講
料
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

　
テ
キ
ス
ト
　
申
込
時
に
交
付
し
ま

す
。
参
考
図
書
は
、
当
日
会
場
で
販

売
し
ま
す
。

　
そ
の
他
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

予
防
係
（
8
七
⊥
五
五
五
内
線
二
九

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
六
月
一
目
（
水
）
　
午
前
八
時

半
～
正
午
ま
で
、
高
田
町
五
丁
目
の

一
部
。
▽
六
月
三
日
（
金
）
　
午
前

八
時
～
午
後
二
時
ま
で
、
稲
荷
町
四

丁
目
の
一
部
。
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町
内
・
部
落
ぐ
る
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
除
し
よ
う

　
　
　
　
ア
メ
シ
ロ
の
被
害
を
受
け
や
す
い
樹
木
は
，

　
　
桜
・
ク
ル
ミ
・
ブ
ラ
タ
ナ
ス
・
ポ
ブ
ラ
・
柿
・

　
　
桑
・
桐
等
の
広
葉
樹
で
す
。

枝
切
方
法

つ
●

｛

魅巣
焼
方
法

　
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
等
の
長

い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落
と

し
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
け
ま
す
．

薬剤による方法

巣
焼
き
方
法

　
　
二
し
め
し

ボ
ロ
ー

た
石
油
　
空
缶

’

．o

　
竹
竿
等
の
先
端
に
空
缶
を
取
り
つ

け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た
布

切
れ
を
入
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を
焼

い
て
し
ま
う
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
を
用
い
る
と
き
は
、
火

に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
等
に
気
を

つ
け
る
と
共
に
子
ど
も
さ
ん
に
ま
ね

を
さ
せ
な
い
よ
う
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
。
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
、
必
ず
薬

の
か
か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一

匹
が
ま
た
三
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産

む
の
で
撲
滅
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で

す
。　

代
表
的
な
防
除
薬
と
し
て
D
D
V

P
乳
剤
、
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

等
が
あ
り
、
薬
局
や
農
協
等
で
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
（
薬
剤
等
の
使
用

に
当
っ
て
は
、
使
用
方
法
等
十
分
注

意
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
）

町
内
ぐ
る
み
で
早
期
防
除
を

し
よ
う
◎

市
農
協
と
市
農
業
共
済
組
合
で
も

㌘
9

5
，
望
魂舞

●0

防
除
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

多
暫

0
4
〆

　
市
で
は
、
ア
メ
シ
・
の
撲
滅
を
図

る
た
め
ア
メ
シ
ロ
専
用
の
防
除
機
と

高
枝
切
り
バ
サ
ミ
を
設
置
し
、
つ
ぎ

の
要
領
で
無
料
貸
し
出
し
い
た
し
ま

す
。　

貸
付
対
象
者

　
市
政
事
務
嘱
託
員
及
び
各
事
業
所

責
任
者
（
防
除
は
町
内
や
部
落
全
体

で
行
わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
個
人
貸
付
け
は
い
た
し
ま
せ

ん
。
）

　
借
受
け
方
法

　
借
受
け
を
希
望
す
る
方
は
、
嘱
託

員
及
び
事
業
所
責
任
者
を
通
じ
市
役

所
農
林
課
へ
申
し
込
み
、
使
用
方
法

等
の
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
借
受
け
る
二
、
三
日
前
に
申

し
込
み
、
そ
の
結
果
に
よ
り
町
内
や

部
落
の
防
除
日
程
等
を
決
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
メ
シ
・
の
防
除
を
や
っ
て
く
れ
ま

す
。　

た
だ
し
、
大
型
防
除
機
械
の
た
め

つ
ぎ
の
事
項
に
留
意
し
て
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

　
①
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、
二
．

三
町
内
ま
と
ま
る
こ
と
。

　
②
責
任
者
を
定
め
る
こ
と
。

　
③
防
除
当
日
は
、
必
ず
人
夫
（
ホ

ー
ス
持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ

る
こ
と
。

　
④
防
除
当
日
ま
で
に
ド
ラ
ム
カ
ン

位
の
大
き
さ
の
容
器
に
水
を
満
タ
ン

に
し
て
二
～
三
本
位
用
意
し
て
お
く

こ
と
。

　
⑤
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た
ら
、

実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
市
農
協
ま

た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
連
絡
し
、

防
除
日
程
等
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
（
連
絡
先
市
農
協
営
農

課
奮
七
－
一
五
七
一
番
、
有
線
四
一

九
一
三
番
、
市
農
業
共
済
組
合
8
二
ー

二
二
六
四
番
、
有
線
五
二
九
一
四
番
）

　
⑥
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料
は

市
農
協
の
防
除
機
械
一
時
間
当
た
り

五
千
円
。
市
農
業
共
済
組
合
の
防
除

機
械
一
時
問
当
た
り
五
千
円
で
す
。

ど
ち
ら
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一
人
付

き
ま
す
。
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会
会

　
議

　
市
時

　
　
徊

　
　
第
臨

　
昭
和
五
十
二
年
度
第
二
回
市
議
会

臨
時
会
は
、
去
る
五
月
六
日
午
前
十

時
か
ら
開
か
れ
、
議
長
に
丸
山
尚
政

氏
、
副
議
長
に
竹
内
真
氏
が
、
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
、
特
別
委
員
に

つ
い
て
も
、
つ
ぎ
の
と
お
り
き
ま
り

ま
し
た
。

　
◇
常
任
委
員
会

〔
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〕

　
委
員
長
　
越
村
勝
治 副糞

二に
一▲

　丸
に罠

26　　　　19　　　　12　　　　5
日　　　　日　　　　日　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　一　　幽　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　噂　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　尊　　　　　　　，　　　　　　　冒　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　冒　　　一　　一　冒　一

副
委
員
長
　
池
田
金
策

委
員
　
越
村
大
吉
・
南
雲
金
一
・

　
大
島
清
松
・
尾
身
武
志
・
小
林

　
正
俊
・
遠
田
金
市
・
丸
山
尚
政

〔
建
設
企
業
常
任
委
員
会
〕

委
員
長
　
斉
木
正
義

副
委
員
長
　
佐
藤
利
雄

委
員
　
小
宮
山
達
男
・
小
林
辰
雄

　
樋
口
久
一
・
滝
沢
重
治
・
橋
本

　
貞
一
・
樋
熊
清
一
・
風
間
又
五

　
郎

〔
社
会
経
済
常
任
委
員
会
〕

委
員
長
　
須
藤
誠
也

副
委
員
長
　
大
島
昭
三

委
員
　
宮
沢
健
一
・
佐
藤
誠
一
・

　
根
津
新
作
・
小
海
徳
治
・
吉
田

　
正
三
・
高
橋
桂
作
・
竹
内
真

〔
議
会
運
営
委
員
会
〕

委
員
長
　
越
村
勝
治

副
委
員
長
　
滝
沢
重
治

委
員
　
池
田
金
策
・
須
藤
誠
也
・

　
斉
木
正
義
・
大
島
昭
三

◇
特
別
委
員
会

〔
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員

池
田
医
院
（
本
町
酉
）

　
8
2
の
2
5
8
1
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
壼
2
の
2
7
1
1
番

中
条
病
院
（
北
原
）

　
8
7
の
3
0
1
8
番

会
〕委

員
長
　
小
林
正
俊

副
委
員
長
　
小
海
徳
治

委
員
　
樋
口
久
一
・
宮
沢
健
一
・

　
遠
田
金
市
・
吉
田
正
三
・
風
間

　
又
五
郎
・
越
村
勝
治
・
斉
木
正

　
義
・
丸
山
尚
政
・
竹
内
真

〔
下
水
道
建
設
特
別
委
員
会
〕

委
員
長
　
根
津
新
作

副
委
員
長
　
大
島
昭
三

委
員
　
小
林
辰
雄
・
南
雲
金
一
・

　
大
島
清
松
・
吉
田
正
三
・
越
村

　
勝
治
・
佐
藤
利
雄
・
斉
木
正
義

　
丸
山
尚
政
・
竹
内
真

〔
豪
雪
対
策
特
別
委
員
会
〕

委
員
長
　
風
間
　
又
五
郎

副
委
員
長
　
大
島
昭
三

委
員
　
小
宮
山
達
男
・
越
村
大
吉

　
小
林
辰
雄
・
樋
口
久
一
・
池
田

　
金
策
・
佐
藤
誠
一
・
小
林
正
俊

　
吉
田
正
三
・
丸
山
尚
政
・
竹
内

　
真

　　　　献血車日程
と　き　6月13日（月）／午前10時～午後3時

ところ　飯林織物（株）明石工場

と　き　6月14日りり／午前10時～午後3時

ところ　睦織物（株）

一明日といわず今献血しましょう一

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

　
　
　
　
受
験
準
備
講
習
会
の
お
知
ら
せ

会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）
乙
種
の
み

　
講
習
対
象
　
乙
種
第
四
類
及
び
丙

種
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者

　
申
込
先
　
小
千
谷
市
会
場
の
み
十

目
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
で
受
け

付
け
ま
す
が
、
そ
の
他
は
そ
れ
ぞ
れ

の
消
防
本
部
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
申
込
期
日
　
小
千
谷
市
会
場
は
六

月
四
日
ま
で
．
他
の
会
場
は
講
習
開

催
日
の
七
目
前
ま
で
。

　
受
講
料
　
乙
種
（
協
会
員
千
五
百

円
非
会
員
三
千
円
）
丙
種
（
協
会
員

　
新
潟
県
で
は
、
七
月
二
十
六
目
に

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
を
実
施
す
る

予
定
で
す
が
、
そ
れ
に
備
え
た
受
験

準
備
講
習
会
を
県
下
十
会
場
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
今
回
は
十
目
町
市
で
は
実
施
し
ま

せ
ん
の
で
、
つ
ぎ
の
会
場
で
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

　
受
講
会
場
　
六
月
六
目
・
七
目
長

岡
商
工
会
議
所
（
長
岡
市
城
内
町
二
）

乙
種
の
み
　
六
月
八
日
明
治
生
命
ホ

ー
ル
（
長
岡
市
坂
之
上
町
）
丙
種
の

み
　
六
月
九
日
・
十
日
小
千
谷
市
民

千
円
非
会
員
二
千
円
）
受
講
料
は
申

込
時
に
納
入
の
こ
と
。
講
習
に
欠
席

さ
れ
て
も
受
講
料
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

　
テ
キ
ス
ト
　
申
込
時
に
交
付
し
ま

す
。
参
考
図
書
は
、
当
日
会
場
で
販

売
し
ま
す
。

　
そ
の
他
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

予
防
係
（
8
七
⊥
五
五
五
内
線
二
九

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
六
月
一
目
（
水
）
　
午
前
八
時

半
～
正
午
ま
で
、
高
田
町
五
丁
目
の

一
部
。
▽
六
月
三
日
（
金
）
　
午
前

八
時
～
午
後
二
時
ま
で
、
稲
荷
町
四

丁
目
の
一
部
。
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

接
種
等
を
実
施

　
　
　
　
昭
和
五
十
二
年
度
ツ

　
　
　
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
及
び

　
　
　
判
定
、
B
C
G
接
種
を

　
　
　
下
記
の
日
程
に
よ
り
六

　
　
　
月
一
日
～
三
十
日
の
間

　
　
　
実
施
い
た
し
ま
す
の
で

　
　
　
該
当
者
は
必
ず
母
子
健

　
　
　
康
手
帳
を
持
参
の
う
え

　
　
　
会
場
へ
お
い
で
く
ざ
さ

　
　
　
い
。

　
　
　
　
該
当
者
及
び

　
　
　
　
　
　
注
意
事
項

　
　
　
◇
昭
和
五
十
年
生
ま
れ

　
　
　
の
も
の
で
、
前
回
の
ツ

　
　
　
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
、

　
　
　
陰
性
、
疑
陽
性
の
者
と

　
　
　
未
実
施
者
。

　
　
　
◇
昭
和
五
十
一
年
生
ま

　
　
　
れ
の
者
全
部
。

　
　
　
◇
該
当
者
に
は
個
人
通

　
　
　
知
を
出
し
て
お
り
ま
す

　
　
　
が
、
万
一
通
知
も
れ
の

　
　
　
方
は
日
程
を
、
こ
覧
の
う

　
　
　
え
、
会
場
へ
お
い
で
く

　
　
　
だ
さ
い
。

対
象
地
区

ツ
反
接
種
日

ツ
反
判
定
B

C
G
接
種
日

受
付
時
間

　
（
午
後
）

会
　
　
　
場

下
　
　
条

6
月
1
日

（
水
）

6
月
3
日

（
金
）

2
時
　
　
～

　
2
時
半

下
条
小
学
校

3
時
　
～

　
3
時
半

東
下
組
小
学
校

新
座
夫
井
田

6
月
6
目

（
月
）

6
月
8
目

（
水
）

2
時
　
　
～

　
2
時
ω
分

東
　
小
　
学
　
校

吉
　
　
田

2
時
　
　
～

　
2
時
半

吉
田
小
学
校

3
時
　
～

　
3
時
半

名
ケ
山
小
学
校

6
月
2
0
日

　
（
月
）

6
月
2
2
目

　
（
水
）

2
時
　
～

　
2
時
半

鐙
島
小
学
校

3
時
　
～

　
3
時
半

真
田
小
学
校

中
　
　
条

6
月
7
日

（
火
）

6
月
9
日

（
木
）

2
時
　
～

　
2
時
半

飛
一
小
学
校

2
時
4
5
分
～

　
3
時

飛
二
小
学
校

6
月
22
日

　
（
水
）

6
月
2
4
日

　
（
金
）

2
時
　
～

　
2
時
半

中
条
小
学
校

水
　
　
沢

6
月
1
3
日

　
（
月
）

6
月
1
5
目

　
（
水
）

2
時
　
～

　
2
時
1
5
分

馬
場
小
学
校

2
時
5
0
分
～

　
3
時

野
中
小
学
校

6
月
14
日

　
（
火
）

6
月
1
6
日

　
（
木
）

2
時
　
～

　
2
時
半

水
沢
小
学
校

六
　
　
箇

6
月
1
3
日

　
（
月
）

6
月
1
5
日

　
（
水
）

3
時
2
0
分
～

　
3
時
半

六
箇
小
学
校

川
　
　
治

6
月
14
日

　
（
火
）

6
月
1
6
日

　
（
水
）

2
時
　
～

　
2
時
1
0
分

八
箇
小
学
校

2
時
半
～

　
3
時
半

川
治
地
区
公
民
館

十
日
町

6
月
2
1
目

（火
）

6
月
2
3
日

（
木
）

21

日
　
2
時
～

　
2
時
半

青
少
年
ホ
ー
ム

23

日
　
2
時
～

　
2
時
ω
分

6
月
2
8
日

　
（
火
）

6
月
3
0
日

　
（
木
）

圏
日
　
2
時
～

　
2
時
半

市
役
所
4
階

30

日
　
2
時
～

　
2
時
ω
分

育
兜
相
談

級に検4
　育診脅
　児並月
　び児

検3

　歳
診児

嚢
名

甜薦 鰭角 ，甜爵 月
目

1午
時後
半

1　1繕
時～時後
楽

2　1午
時～時後
半

縛受
擶付

公十
民日
館町

公十
民β
館町

公十
民β
鎮町

会
場

ま　～51
れ10年
の月　8

養盗潟

巻生52
　ま年
　れ　2

　の月

者生48
　ま年
　れ12
　の肩

対
象
考

座蹄六十
地園箇β
区・・町
　新大・

全
域

全
域

参
集
鼠
域

の保身
相麿体
談に測
　つ定
　い
　て

育内身
箆料体
学検測

、級診定

く〃〉く翻を3
だ方て人婦歳
さはも通象霜
いお該知　力
αい当が　帰
で月な　児

備
考

一歯は健康を保つうえに重要な働きを
　　しています。

1庫闇撚の病気
でかかる医療費

は：一

国民健康保険に

加入している人

達で

　約9，600万円

r一

　
①
食
べ
物
を

　
　
か
み
く
だ
く
。

　
②
だ
液
と
い
っ
し
ょ
に

　
　
食
べ
物
を
消
化
吸
収

　
　
し
や
す
い
よ
う
に
す

　
　
る
。

　
③
発
音
・
発
声
を
た
す

　
　
け
る
。

④
顔
の
か
た
ち
を
整
え
る

1人当り年間

4，328円にも

なっています。

　
　
　
　
、
輪
彰

藻麟
欝
ξ

癸

豊
溺壁

　
　
　
　
～
窒

　膨齪
と7δ艦』厚夢3
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○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

一
票
で
選
べ
よ
い
人
明
る
い
政
治

－
○

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
六
月

十
七
目
公
示
さ
れ
、
七
月
十
日
（
日
）

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
七
月
に
入
り
ま
す
と
、
選
挙
運
動

も
一
段
と
熱
っ
ぽ
さ
を
増
す
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
国
民
が
国
政
に
参
加

す
る
唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
．

義
理
人
情
や
買
収
供
応
に
よ
る
こ
と

　　　立　会、潰　難　嚢

iと　嚢　摩鍔2離圭》撃後警跨一●

澄ζろ　撫疑体育館ド

痢　欝地方滋嬢補轡蒙入30分

な
く
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
一
票
に

大
き
な
責
任
を
も
ち
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

…
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
基
準
日
…

一
は
六
月
十
五
日
、
登
録
日
は
六
月
一

…
十
六
日
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日

登
録
日
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

灘・、

十

私達で明るいキレイな国づくり

　　殴璽》通
　　ク

蕾，・【
　
今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は

六
月
十
五
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格

は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
十
五
日
以

前
に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市
内

に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
七
月
十
日

ま
で
に
満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
二
年

七
月
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

に
な
っ
た
方
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

　
投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
期
間
は
、
公
示
の
日
（
六
月
十
七

日
）
か
ら
投
票
日
の
前
日
（
七
月
九

日
）
ま
で
の
毎
日
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
。

　
不
在
者
投
票
の
手
続
き
を
さ
れ
る

方
は
、
入
場
券
（
後
日
配
布
）
と
印

鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所
三
階
の

選
挙
事
務
室
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
の
請
求
は
公

示
前
で
も
で
き
ま
す
。

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
入
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
、
六
月
二
十
五
日
頃
お
届
け
し

ま
す
。
投
票
に
行
く
と
き
は
、
入
場

券
を
お
持
ち
の
上
、
会
場
で
係
員
か

ら
投
票
用
紙
を
受
け
と
り
、
投
票
し

よ
う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名
を
ひ
と

り
だ
け
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

（
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
人
は
、
投

票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
投
票
の
時
間
は
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
が
、
繰
上

げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時
間
内
に
投

票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
の
届
か
な
い
方
は
、
選
挙

事
務
室
（
市
役
所
三
階
8
七
上
三

一
一
番
、
有
放
五
二
五
一
四
番
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
と
投
票
の
順
序

　
投
票
用
紙
は
、
地
方
区
が
薄
黄
色

，
の
用
紙
に
黒
色
刷
り
で
、
全
国
区
が

白
色
の
用
紙
に
赤
色
刷
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
投
票
の
順
序
は
、
地
方
区

が
先
で
、
全
国
区
が
後
に
な
り
ま
す
．


